





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ne 0 1 0 c a l
(独立居住)
不   明
18
15
6
6
′、
計
-124-―-125-一
トンコナン (TO■kOIlall)
結
婚
年
齢
は
予
男
子
一
五
―
二
〇
歳
、
女
子
一
五
―
一
八
歳
が
一
般
に
適
齢
期
と
さ
れ
て
い
る
。
婚
前
交
渉
に
対
し
て
は
伝
統
的
に
寛
容
で
あ
る
。
結
婚
前
の
子
供
は
決
し
て
恥
と
は
さ
れ
な
い
が
、
結
婚
後
の
姦
通
に
対
し
て
は
社
会
的
規
制
が
厳
し
い
。
離
婚
は
原
則
と
し
て
、
離
婚
を
主
張
す
る
側
が
、
水
牛
一
―
二
頭
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
結
婚
に
お
け
る
近
親
相
姦
の
禁
忌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
イ
ト
コ
の
目
Ｏ
Ｆ
）も
雰
９
と
日
士
の
結
婚
は
で
き
な
い
。
第
一
イ
ト
コ
の
子
供
と
第
ニ
イ
ト
コ
谷
〕営
●
Ｆ
】将
＆
屋
じ
と
は
、
水
牛
を
屠
殺
す
る
贖
罪
を
も
っ
て
結
婚
が
可
能
と
な
る
。
第
〓
一
イ
ト
コ
分
営
噂
Ｆ
）吊
ｈい
置
ヨ
）
同
士
の
結
婚
は
無
条
件
に
可
能
で
あ
る
。
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
で
も
地
域
的
に
違
い
が
あ
り
、
連
れ
子
同
士
の
結
婚
は
、
バ
女
フ
村
内
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
血
縁
関
係
が
な
く
て
も
、
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
兄
弟
姉
妹
に
な
っ
場
合
の
結
婚
は
認
め
ら
れ
な
い
。
オ
ジ
・
メ
イ
間
、
オ
バ
・
オ
イ
間
の
結
婚
も
も
ち
ろ
ん
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
婚
（
兄
弟
逆
縁
婚
）
、
ソ
ロ
レ
ー
ト
婚
（姉
妹
逆
縁
婚
）
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
が
、
サ
リ
・
サ
リ
村
の
家
族
調
査
か
ら
は
一
例
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
四
　
ト
ン
コ
ナ
ン
の
成
員
村
落
内
に
入
っ
て
目
に
つ
く
光
景
は
、
巨
大
な
舟
形
屋
根
を
も
っ
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
村
落
調
査
ノ
ー
ト
（秋
野
）
た
家
屋
と
、
そ
の
壁
面
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
彩
色
彫
刻
で
あ
る
。
こ
の‐
高
床
式
の
住
層
は
、　
ト
ン
コ
ナ
ン
一目
汗
〇
選
ｐ
と
呼
ば
れ
る
。　
壁
面
の
彫
刻
は
、
黒
、
白
、
茶
、
種
の
色
彩
で
、
水
牛
、
ブ
タ
、　
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
動
物
と
、
数
十
種
類
も
の
幾
何
学
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
マ
ブ
ア
３
い
）げ
●
い
と
称
さ
れ
る
農
耕
の
神
事
を
行
っ
た
家
族
の
み
に
付
け
る
こ
と
が
詐
さ
れ
る
水
牛
の
頭
の
木
彫
が
、
ト
ン
コ
ナ
ン
の
前
面
の
柱
に
飾
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
柱
に
は
、
様
々
な
儀
礼
に
よ
っ
て
犠
牲
牛
と
な
っ
た
水
牛
の
角
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
家
の
格
式
を
誇
っ
て
い
る
。
屋
根
は
】い
】●
”
∞
、
木
の
皮
将
督
、　
ト
タ
ン
格
ｐ
で
ふ
か
れ
る
が
、
バ
ル
プ
村
で
は
木
の
皮
と
ト
タ
ン
が
一
般
的
史
　
　
苑
（第
三
十
七
巻
第
二
号
）
で
あ
っ
た
。
壁
は
木
製
で
あ
る
。
内
部
は
大
き
く
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
中
央
の
大
き
な
部
屋
は
、
サ
リ
紹
Ｆ
と
い
わ
れ
、　
炉
が
あ
り
居
間
と
な
っ
て
い
る
。　
一
段
高
く
な
っ
た
北
側
の
部
屋
が
客
間
、
南
側
に
寝
室
が
あ
る
。
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
の
方
位
観
は
、
北
を
神
聖
と
し
て
い
る
た
め
、
ト
ン
コ
ナ
ン
は
す
べ
て
北
向
き
に
建
造
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
方
の
祖
先
神
話
に
「
天
来
説
」
と
「
南
来
説
」
が
あ
り
、
「
南
来
説
」
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
祖
先
達
が
北
の
方
価
一
新
世
界
を
求
め
て
北
上
続
け
た
と
こ
ろ
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
Ｚつ
。サ
リ
・
サ
リ
村
の
ト
ン
コ
ナ
ン
は
、
す
べ
て
北
向
き
に
建
て
ら
れ
、　
一
一
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
ト
ン
ヨ
ナ
ン
は
性
に
よ
る
区
別
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
特
徴
的
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
男
の
ト
ン
コ
ナ
ン
市
目
的
丁
思
Ｆ
日
唇
属
あ
る
い
は
父
の
ト
ン
コ
ナ
ン
市
ｇ
岬
汗
留
営
い
日
汗
他
方
は
、
　
女
の
ト
ン
コ
ナ
ン
　
市
目
粋
８
営
げ
岱
【
思
あ
る
い
は
母
の
ト
ン
コ
ナ
ン
　
市ｇ
∞
Ｓ
ｐ
営
中ｐ
伊
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ト
ン
コ
ナ
ン
創
立
者
が
、
男
性
か
女
性
か
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
相
続
・
継
承
に
関
し
て
は
、
男
性
が
男
の
ト
ン
コ
ナ
ン
を
、
ま
た
女
性
が
女
の
ト
ン
コ
ナ
ン
を
受
け
つ
ぐ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
現
在
、
サ
リ
・
サ
リ
村
の
ト
ン
コ
ナ
ン
継
承
者
は
男
子
五
名
、
女
子
六
名
で
あ
る
。
こ
の
村
に
お
い
て
、
ト
ン
コ
ナ
ン
の
建
造
に
は
、
た
い
へ
ん
費
用
を
用
し
、
水
牛
八
―
十
頭
分
の
費
用
が
か
か
る
。
普
通
の
高
床
式
木
造
家
屋
Ｈ営
増
Ｓ
は
、
五
―
七
頭
で
あ
る
。
人
々
は
、
水
牛
を
保
有
し
、
ト
ン
コ
ナ
ン
を
建
築
す
る
こ
と
を
願
望
し
て
い
る
。
ト
ン
コ
ナ
ン
の
建
造
や
彩
色
彫
刻
を
施
こ
し
た
い
と
願
う
心
理
に
は
、
こ
の
社
会
に
お
け
る
衡
示
的
消
費
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ジ
ャ
族
に
は
、
伝
統
的
に
四
つ
の
身
分
階
層
が
あ
り
、
奴
隷
階
層
は
、
壁
面
の
彩
色
を
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
彩
色
彫
刻
は
、
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
も
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
開
祖
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
ト
ン
コ
ナ
ン
を
中
心
に
し
て
出
自
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ン
コ
ナ
ン
に
は
、
同
一
の
祖
先
（
＝
創
建
者
）
を
も
つ
人
々
が
、
居
住
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
子
孫
の
側
か
ら
は
、
そ
の
継
承
を
双
系
的
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
理
論
上
、
複
数
の
ト
ン
コ
ナ
ン
に
成
員
権
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
自
己
に
近
い
関
係
の
ト
ン
コ
ナ
ン
に
愛
着
を
も
つ
。
こ
の
出
自
集
団
は
い
【Ｆ
げ
【Ｆ
ュ
靖
）
と
考
え
た
い
。
出
自
集
団
へ
の
帰
属
に
つ
い
て
み
れ
ば
い
個
人
は
婚
入
し
た
配
偶
者
の
出
自
集
団
に
帰
属
す
る
と
同
時
に
、
元
の
出
自
集
団
の
成
員
権
を
も
ち
つ
づ
け
る
。
そ
の
こ
と
は
、
墓
の
埋
葬
に
端
的
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
婚
入
し
た
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
子
供
が
出
生
し
て
い
れ
ば
婚
入
先
の
出
自
集
団
の
墓
（
リ
ア
ン
）
に
納
め
ら
れ
、
子
が
い
な
い
場
合
は
、
元
の
出
自
集
団
の
墓
に
埋
葬
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
婚
入
先
の
成
員
権
は
子
の
出
産
に
よ
っ
て
正
規
に
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
仮
の
成
員
権
し
か
な
い
こ
と
が
う
-126-――-127-―
か
が
わ
れ
る
。
五
　
祖
先
祭
（３
い
、Ｏ
ｇ
Ｏ
下
で
不
ヨ
い
、君
，
ぃ
は
年
に
一
度
行
わ
れ
る
祖
先
供
養
の
儀
式
で
あ
る
。
こ
の
儀
式
は
、
］石
壁
に
掘
ら
れ
た
墓
穴
リ
ア
ン
Ｆ
営
ｍ
の
前
で
取
り
仕
切
ら
れ
る
。
下
で
ネ
の
時
期
は
、伝
統
的
な
司
祭
市ｏ
日
【Ｄ
い
の
談
合
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
が
慣
習
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
行
政
上
の
村
長
が
農
閑
期
の
適
切
な
時
期
に
定
め
て
い
る
。
期
間
は
地
域
的
に
異
な
る
が
、　
一
〇
日
程
で
あ
る
。
か
つ
て
は
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
様
々
な
儀
礼
が
と
り
行
わ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
三
年
八
月
二
四
日
、
バ
ル
プ
村
の
墓
地
ツ
ヌ
ア
ン
弓
宮
●
営
で
観
察
し
え
た
マ
ネ
ネ
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
親
族
一
〇
〇
余
名
の
人
々
が
、
当
日
リ
ア
ン
の
前
に
三
々
五
々
集
ま
る
。
女
性
達
の
中
に
は
、
リ
ア
ン
の
前
で
す
す
り
泣
く
人
も
い
る
。
四
―
五
人
の
男
性
が
、
竹
バ
ン
ゴ
を
か
け
、
リ
ア
ン
か
ら
棺
ｏ
い
ま
を
運
び
出
し
た
。
こ
の
棺
の
遺
体
は
、
そ
の
年
の
四
月
二
〇
日
に
死
亡
し
、
四
月
二
四
日
に
葬
式
、
二
五
日
に
リ
ア
ン
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
棺
が
開
け
ら
れ
る
と
、
遺
族
は
悲
し
み
を
新
ら
た
に
す
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
白
い
布
で
遺
体
を
ま
き
直
す
。
死
者
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
の
た
め
、
神
父
が
き
て
ロ
ー
ソ
ク
を
二
本
た
て
、
祈
り
と
ミ
サ
を
行
う
。
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
村
落
調
査
ノ
ー
ト
（秋
野
）
棺
の
修
理
や
清
掃
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
棺
は
も
と
の
場
所
に
納
め
な
お
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
女
性
達
は
、
マ
ド
ン
デ
ィ
コ
伸
、伊
ヨ
針
と
い
う
悲
し
げ
な
哀
悼
歌
を
う
た
い
続
け
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
豚
が
屠
殺
さ
れ
、
分
配
と
会
食
が
始
ま
る
。
女
性
達
は
、
ツ
ス
ア
ン
の
広
場
に
す
わ
り
、
男
達
は
、　
マ
バ
ド
ン
３
掛
匙
留
的
と
い
う
ダ
ン
ス
を
行
う
。
円
障
を
く
み
、　
マ
ド
ン
デ
ィ
を
う
た
い
な
が
ら
、
ゆ
る
や
か
に
、
右
に
ま
わ
り
続
け
る
ダ
ン
ス
で
あ
る
。
遺
体
に
自
い
布
を
巻
き
直
す
行
為
は
、
三
年
間
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
。
会
食
に
供
さ
れ
た
食
物
は
、　
ピ
ヨ
ン
噂
中ち
Ｄ
∞
（
キ
ャ
サ
バ
に
水
牛
の
乳
を
入
れ
て
煮
た
も
の
）
、　
ポ
コ
ン
●
〇
汗
Ｏ
ｐ
（笹
に
つ
つ
ん
だ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）、　
ラ
パ
思
将
　
（
キ
ャ
サ
バ
と
赤
砂
糖
を
笹
に
つ
つ
ん
だ
も
ち
）
な
ど
、
ね
っ
た
食
物
の
ほ
か
、　
コ
ー
ヒ
ー
、
豚
肉
で
あ
っ
た
。
バ
ル
プ
以
外
の
地
域
で
は
、
米
が
供
物
と
し
て
さ
さ
げ
ら
れ
、
共
食
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
地
域
で
は
、
神
聖
な
米
を
け
が
さ
な
い
た
め
に
墓
に
は
携
帯
し
な
い
。
司
察
を
行
な
う
ト
ミ
ナ
ー
３
３
一Ｆ
”
は
　
マ
ネ
ネ
の
期
間
は
米
を
食
べ
な
い
。　
米
が
け
が
れ
る
と
、
翌
年
の
稲
の
成
育
が
悪
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ツ
ス
ア
ン
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
バ
ル
プ
内
の
人
々
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ト
ミ
ナ
ー
に
よ
る
祈
り
は
、
す
で
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
史
　
　
れ
（第
二
十
七
巻！
第
二
号
）
とハ
　
葬
送
儀
礼
曾
い
喜
ゴ
る
｝ｅ
葬
送
儀
礼
は
、
現
在
も
ト
ラ
ジ
ャ
の
村
々
で
、
盛
大
に
と
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
人
々
は
葬
送
儀
礼
を
行
う
た
め
に
、
富
の
蓄
積
を
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
親
の
葬
儀
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
子
供
や
そ
の
親
族
は
、
ど
ん
な
遠
く
に
い
て
も
か
け
つ
け
、
蓄
積
し
た
財
貨
を
提
供
す
る
。
と
り
わ
け
、
ト
ラ
ジ
ャ
の
人
々
に
と
っ
て
、
富
の
象
徴
で
あ
り
、
価
値
測
定
の
手
段
と
し
て
の
水
牛
は
、
犠
牲
獣
と
し
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
水
牛
を
多
数
、
居
殺
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
提
供
者
や
遺
族
の
社
会
的
地
位
や
評
価
は
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
屠
殺
さ
れ
た
水
牛
は
死
後
の
世
界
で
死
者
の
財
産
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
の
葬
送
儀
礼
に
は
、
七
方
式
の
等
級
の
あ
る
儀
礼
過
程
が
存
在
し
、
こ
と
細
か
に
行
動
が
定
め
ら
れ
て
い
在
中
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ル
プ
村
で
観
察
し
え
た
葬
送
儀
礼
は
、
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
た
。　
一
九
七
三
年
八
年
八
月
十
二
日
―
十
三
日
に
か
け
、
バ
ル
プ
村
の
テ
ィ
ロ
ア
ン
甫
″一■思
ｐ
で
見
聞
し
た
葬
送
儀
礼
を
み
て
み
よ
う
。
遺
体
は
、
同
年
八
月
五
日
に
死
亡
し
た
老
人
で
、
す
で
に
布
で
覆
わ
れ
、
棺
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
十
二
日
に
、
二
頭
の
豚
が
屠
殺
さ
れ
、
村
人
や
親
族
に
分
配
さ
れ
、
本会
食
が
も
た
れ
た
。
翌
十
三
日
は
、
葬
式
の
日
に
あ
た
り
、
村
人
、
親
族
が
参
加
す
る
。
死
者
の
家
の
前
の
広
場
に
、
青
竹
が
打
ち
こ
ま
れ
、
そ
こ
に
水
牛
が
つ
な
が
れ
る
。
や
が
て
、
水
牛
は
、
手
刀
に
よ
っ
て
喉
も
と
を
一
瞬
の
う
ち
に
切
ら
れ
る
。
は
と
ば
し
る
血
に
、
少
年
達
は
青
竹
を
も
っ
て
殺
到
し
、
そ
の
血
を
竹
筒
で
受
け
る
。
屠
殺
さ
れ
た
水
牛
は
、
ま
ず
尾
が
切
り
と
ら
れ
、
次
に
耳
、
そ
し
て
四
肢
が
切
り
離
さ
れ
る
。
全
体
で
水
牛
三
頭
が
屠
殺
さ
れ
た
。
水
牛
の
肉
は
小
さ
く
分
割
さ
れ
、
死
者
の
兄
が
、
村
人
の
名
前
を
一
人
一
人
呼
び
な
が
ら
、
大
地
に
ほ
う
り
投
げ
る
。
分
配
が
す
む
と
、
数
人
の
男
性
達
に
よ
っ
て
、
死
者
を
悼
む
演
説
が
行
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
、
会
食
が
は
じ
ま
る
。
そ
れ
が
終
る
と
、
神
父
の
簡
単
な
祈
薦
が
行
な
わ
れ
た
。
遺
体
は
若
者
の
肩
に
か
つ
が
れ
、
死
者
が
生
れ
た
パ
ン
ガ
ラ
地
域
ま
で
、
ド
ラ
の
音
と
と
も
に
運
ば
れ
る
。
死
者
に
は
、
子
供
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
婚
姻
前
の
出
自
集
団
の
墓
に
納
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
（
１
）
石
川
栄
吉
　
一
九
七
五
ｃ
相
馬
幸
雄
　
一
九
七
五
（
２
）
ト
ラ
ジ
ャ
族
の
つ
の
身
分
階
層
は
働
町
●
目
∞
（
王
族
・
貴
族
階
層
）
の
＞
呂
汗
針
の
の
格
（
自
由
人
階
層
）
働
弓
ｏ
ヨ
伴
鮮
仰
（
自
由
人
階
層
工
）
四
月
営
思
ｐ
（奴
隷
階
層
）
で
あ
る
（相
馬
・
一
九
七
五
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
独
立
後
は
、
た
て
ま
え
上
は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
が
、
様
々
な
慣
習
の
中
に
残
存
し
て
い
る
。
パ
ル
プ
村
に
は
ｏ
●
営
∞
は
存
在
し
な
い
。
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（
３
）
個
人
が
ひ
と
つ
の
集
団
に
属
し
な
が
ら
他
の
集
団
に
も
港
在
的
に
成
員
権
を
も
ち
、
何
ら
か
の
契
機
に
よ
っ
て
所
属
変
更
が
可
能
な
様
式
。
（吉
田
禎
吾
　
蒲
生
正
男
編
、
社
会
人
類
学
有
斐
閣
双
書
、　
一
九
七
四
）
（
４
）
石
川
栄
吉
、　
一
九
七
五
ｃ
〔付
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
四
八
年
七
月
二
日
―
十
一
月
十
四
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
立
教
大
学
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
調
査
団
（団
長
・
別
技
篤
彦
教
授
）
に
参
加
し
た
と
き
に
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
し
て
い
る
。
調
査
に
当
っ
て
は
ス
ラ
ウ
ェ
シ
地
域
を
担
当
し
た
石
川
栄
吉
教
授
（都
立
大
学
）
、
杉
之
原
寿
一
教
授
（神
戸
大
学
）
、
相
馬
幸
雄
氏
（天
理
大
学
）
、
吉
田
正
紀
氏
（立
教
大
学
）、
森
田
孝
子
氏
の
御
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
た
い
へ
ん
大
き
か
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
文
責
は
、
す
べ
て
私
に
あ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
な
お
す
で
に
、
本
調
査
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
な
論
文
、
報
告
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
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２
　
石
川
栄
吉
　
一
九
七
五
ａ
「
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
の
住
居
」
『都
市
住
宅
』
七
五
の
三
３
　
同
　
　
　
　
一
九
七
五
ｂ
「
ト
ラ
ジ
ャ
ヘ
の
道
」
『
人
文
学
報
』
（都
立
大
学
）
第
一
〇
九
号
４
　
同
　
　
　
　
一
九
七
五
ｃ
「
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
の
葬
送
儀
礼
」
『社
会
人
類
学
年
報
』
第
一
巻
（東
京
都
立
大
学
人
類
学
会
）
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
村
落
調
査
ノ
ー
ト
（秋
野
）
・ひ
　
相
馬
幸
雄
　
一
九
七
五
「
民
話
，
神
話
か
ら
観
た
サ
ダ
ン
・
ト
ラ
ジ
ャ
族
の
祖
先
Ｌ
『
天
理
大
学
学
報
』
第
九
六
擦
、　
四
五
―
五
五
ペ
ー
ジ
（ｏ
　
吉
田
正
紀
、　
一
九
七
五
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
タ
ナ
・
ト
ラ
ジ
ャ
を
訪
ね
て
」
『
思
想
の
科
学
』
第
二
五
六
号
”ｒ
　
秋
野
晃
司
　
一
九
七
五
「
ト
ラ
ジ
ャ
族
―
―
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
ン
の
山
岳
民
―
―
」
『
地
理
』
第
二
〇
巻
第
十
一
号
　
古
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書
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